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北海道千歳市/医療業

令和４年度補正事業

補助対象経費 1,238万円

補助金 412万円

医療法人社団尾谷内科は、北海道千歳市を拠
点としている、医院です。地域密着で健康を見守
り続ける市内及び近隣の方々に信頼され、親しみ
やすい「かかりつけ医」を目指した「安全と信頼」を
テーマに医療活動に努めています。

本事業では省エネ補助金を活用し、空調設備を
灯油を使用した温風暖房システムから、高効率な
電気式パッケージエアコンに更新しました。暖房の
使用エネルギーを灯油から電気に転換することで、
CO2排出量とランニングコストを削減し、省エネを
実現しました。

今回の高性能ボイラの更新においては、かねてからA重油から都市ガスへ燃料転

換することを検討していましたが初期費用で二の足を踏んでいました。補助金活

用によって初期費用の負担が軽減され、投資回収期間が短縮されたことで投資

に踏み切ることができました。A重油から都市ガスへの燃料転換では、降雪による

燃料供給確保の不安が解消されたことや、重油の残量管理、発注、燃料受入

時の立会いなど労力削減などの効果がありました。

高効率空調

現在の建物は1980年に建てられました。土地柄、暖房は灯油ボイラーが使用さ

れることが一般的な環境でした。そのような環境で凌いできましたが灯油価格の高

騰もあり、省エネ性能の高い空調設備を整えることにしました。これまでよりも快適

な院内環境とコスト面の削減も図りたいと考え、空調設備の改修に至りました。

←ポイントを記載するときに使用するマーク

↑
事業者メッセージを入れる際のサンプル

※ 削減コストは、 電力利用額：１kWh当たり２０円、灯油利用額：１L当たり１２０円を乗じた値

省エネルギー量
補助対象設備の
省エネルギー率

10.7 (kl/年) 61.3 ％

削減コスト CO2削減効果

159(万円/年) 32.6(t-CO2/年)

エネルギー使用量

17.5(kl/年)

事業者メッセージ

事業概要

省エネ効果

種別 APF2006 冷房能力 台数

電気式
パッケージエアコン

5.7 12.5 kw 3台

5.8 11.2 kw 2台

4.9 12.5 kw 1台

5.1 10.0 kw 1台

5.8 8.0 kw 1台

使用するエネルギーを油から電気へ燃料転換することで省エネを実現。
さらに、電気を使用エネルギーとした設備にすることで環境に配慮しCO2の排出を抑えることができます。

燃料転換

燃料転換

更新前

更新後

17.5 kl  

6.8 kl 10.７ kl 削減

省エネ率

約61.3％

更新前後のエネルギー量の比較

油

10.7約 kl/年の

省エネ効果を達成！

燃料転換により
原油換算使用量で

電気電気
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